
～身近な甲賀の自然から、興味深い話題を紹介します～
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　田んぼのあぜや小川の土手で、かたまって咲くヒガン
バナは、里に秋の訪れを告げる花です。花が咲いている
ときは葉がありません。花が終わると葉が伸びだし、ほ
かの草が枯れてしまう冬でも細い線形の緑色の葉をひ
ろげ、３月から４月頃に枯れます。夏は土の中で休眠し
て、秋の来るのを待ちます。花が咲いても種子は実りま
せん。三倍体植物といい、種子ができない植物で球根で
増えます。もともと日本にはなかった植物で、いろいろ
な説がありますが、奈良時代前後に中国から渡来したと
いわれています。球根にでんぷんが多く、ききんの時に
人々を救う植物として栽培されていましたが、毒成分リ
コリンなどの物質が含まれ、毒抜きが必要でした。田の
あぜに植えたのは、イネを荒らすネズミよけといわれ、
また僧侶がヒガンバナを仏典にある「赤い花＝曼珠沙
華」とみなし、寺院や墓所に植えたことから、人里に増え
ていったといわれています。

　秋の彼岸のころに咲くので
ヒガンバナの名がつきました
が、別名マンジュシャゲといい
ます。ほかにもたくさんの里呼
び名をもつ植物で、ドクユリ、
ジゴクバナなど不吉な名も少
なくなく、この花を嫌う人もい
ます。
　最近、稲作の時期が少し早ま
っていますが、稲の穂が黄金色
に色づくころ、あぜや土手に深紅に咲くヒガンバナの花
は、里の秋の彩りです。

5日㈪、 13日㈫、 19日㈪、 26日㈪
10月の休園日

 みなくち子どもの森自然館
☎ 63-6712　  63-0466
問い合わせ
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初秋の深紅の花
―ヒガンバナ
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